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論文内容の 要旨

Facial ex pr ess ions of f etal gr owth r es tr iction an d appr opr iate- for -ges tational age 
fetus es ass ess ed by four- di mens ional high- definitio n live u ltr as ou n d 

(4次元high- defi nition 1i  ve超音波法を用いて評価 した 発育不全胎児と在胎週数相当発
育胎児の表情 ）

（千田英之 ， 菊池昭彦， 金杉知宣， 岩動ちず子， 小山理恵3 杉山徹 ）
(G ynecology an d Obs tetr ics 7巻 ， 10号， 平成 29年10月掲載 ）

I. 研究目的
胎児の行動や表情は，胎児中枢神経系の発達を反映することが知られている． 顔面の表

情筋は 妊娠 10 週頃に現れる 三叉神経や顔面 神経 によって制御されており 妊娠 1 6週頃 ま
で にす べての表情筋が形成され， 妊娠 24 週から 3 6週にかけて顔面の脂肪組織が沈着 して
いく. High- definition li ve (HDli ve） 超音波法は， 仮想光源 による奥行き感覚を 作り出
すことで従来の超音波 画像を向上させ，胎児をより 実態に近い質感で描写できる最新の超

音波 技術である． 特に4 次元（four- di mens ional,4D) HDli ve超音波法は，胎児表情 につ
いて詳細な情報が得られる．

胎児の行動や表情の観察研究は，正常群とハイリスク 群との比較により行われてきた が，
ハイリスク 群のーっと考え られる胎児発育不全（f etal gr owth r es tr iction, FGR） につ
いての研究は， ほとんど報告されていない． また ，4D HDlive超音波法を用いて胎児表情
を観察した報告は散見されるが， 従来の4D超音波法を用いて行われてきた 妊娠週数の推

移による胎児表情の頻度の変化の研究報告は， まだなされていなし＼，
本 研究では，4D HDlive 超音波法を用いて胎児表情を観察し ，FGR胎児と在胎週数相当

発育 （appr opr iate- for -ges tational age, AGA） 胎児との間に差異 がないかを検討するこ
とを目的と した．

II. 研究対象ならび方法
岩手 医科大学附属病院で、妊娠分娩管理を行った ， 妊娠 26週から 39 週の単胎 妊娠症例か

ら産 科病棟で超音波診断装置V olus on ElO (GE h ealth car e, Zipf, Aus tr ia） を用いて
4D HDlive超音波法 による胎児表情の観察を 15 分間行った．対象はAGA群とFGR群とした．
胎向により評価 に不十分な画像の場合は， 後 日再検査を行った． 本 学医学部倫理委員会の

承認後 に 研究を開始 し ， 対象 妊婦からは書面で、同意を得た 上 で、超音波 検査を行った． 検者
は超音波診断装置の手 技を修得 した 1名 （検者A） と した． 記録 した 画像を検査終了後 に
解析し ， Y anら（I nt J G yn aecol Obs tet. 200 6;94 : 108-+-11 3 ） の報告している 7 つの胎児
表情， blink ing, mou thing, yawning, tongu e ex pu ls io n, s u ck ing, s mil ing, s cowling 
について，その回数と 特徴を観察した． 画像解析にあたり，検者内誤差を検討するた めに
各表情における 級内相関係数を算出 した． もう一人の検者 （検者 B ） が， 全症例から無作

為に抽出 された ， 3 分のlの症例についてF検者Aとは独立して各表情の頻度を数え，検
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者間誤差が検討された． 統計解析には S P S S24 ( IBM, Jap an） を使用し， 群間比較には t
検定と W il cox onの順位和検定を， 群内比較にはKru sk al－叩咽 W alli s検定を行った．

III. 研究 結果
1. 1 6症例（A GA:n=8 ,F GR:n=8 ）で、検討を行った． 母体合併 症 はA GA群で切迫早産 7例，F GR

群では切迫早産5例， 妊娠高血圧症候群 2例3 瞬帯付着部及び胎盤の異常 2例で、あっ
た． 母体年齢， 検査時の在胎週数及び、胎児推定体重について， 両群聞に有意差を 認め
なかった．

2. この研究では， scowlingの級間相関係数 0. 68 1 を除いて， 0. 7以上の良好な級内相関
係数及び級間相関係数が得られ， 画像解析における検者内 及び検者間の一致が得られ

た． このた め， 検者Aが計測した各表情の頻度に基づいて，以降の解析を 進めた．
3. 群間比較では，F GR群は A GA 群 に比べて胎児表情 に 乏しい傾向にあることが認められ

た． 群間で有意差は認めない ものの， この傾向は 特に sm iling (p= O. 0 65 ）と m ou thing
(p=O. 279 ）ーで、顕著で、あった. sm ilingの効果量は 0.55 で、あった．

4. A GA群では，最も頻回に観察された 表情はm ou thingであり， blink ing (p=O. 002 ), tongu e 
ex pul sion (pご 0. 007 ), su ck ing (p= 0. 00 2 ）に比べて有意に 多く観察された．

5. 妊娠週数が 進行する に伴い ， 胎児表情の観察される 頻度は減少する傾向にあることが
認められた．有意差は認めない ものの，この傾向は 特に F GR群のm ou thingで顕著で、あ
った（p= O. 0 7 1 ). 

N. 結 語
4D HDliv e超音波法 を用いて，F GR群ではA GA 群と比較して胎児表情の観察される 頻度

が少ない傾向にあることが示された． ま た ， 妊娠週数の進行 に伴って胎児 表情の観察され
る 頻度が減少する傾向にあることが認められ， 特に F GR群のm ou thing で、顕著で、あった．
4D HDliv e超音波法 は， 胎児中枢神経系の発 達と関連している胎児表情をリアノレタイムで
可視化できる手法であり，胎児の神経系の発 達の機序を 解明する 補助手段となりうる可能

性があることが示唆された．
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High -definition live （ 由live） 超音波法 は，仮想光源による奥行 き感覚を 作り出すことが
きる最新の超音波技術 である． 特に4次元（fou r-dimen sional, 4D) HDli ve超音波法では3 胎
児表情lこついて詳赤田な情報が得られる． 本 研究論文は，4D HDlive超音波法を用いて， 胎児発
育 不 全 （ fetal g rowth re st riction , FGR ） 胎 児 と在 胎 週 数 相 当 発 育

(app rop riate-fo r-ge stational age, AGA） 胎児 との表情の差異を検討した論文である.4D 
HDlive超音波法 によ り，FGR群ではA GA群に比して胎児表情の 観察される頻度 が少なし1傾向に

あることを示した． また，妊娠 週数の進行に伴って胎児 表情の 観察される頻度 が減 少する傾向
にあり， 特にFGR群の mou thingで、顕著で、あった． このことは，4DHDlive超音波法が胎児中枢
神経系の 発達と関連して いる胎児表情をリアノレタイムで可視化できる手 法であること を初め
て示した論文である．

本論文は， 4DHDlive超音波法が胎児 の神経系 発達の解明に役立つ事 を示した 研究といえる．
学位に値 する論文で ある．

試験・試問の結果の要旨
検者間・検者内の 誤差や， 出生後の 状態 の 確認，女±ft厨圏数による 神経系の発達と表情， 従来

の超音波検査との 差異や優位性， 実地臨床における将来展望について試問を行い， 適切 な解答
を得た．学位に値 する学識 を有していると考える． また，学位論文の作成にあたって，票リ窃・

盗作等 の研究不 正は無いことを確認した．
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